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このところ「インターネット」という

言葉を聞くことが多くなった。私の理解

では、インターネットは本来、高速の専

用線を常時接続しっぱなしで利用してこ

そ世界を広げてくれるものである。しか

し、実際に普通の人が利用できるのはせ

いぜいパソコン通信を介した電子メール

くらいのもので、インターネットをフルに

利用できるのは、会社や大学などの組織

の中でLANを自由に使える人たちに限ら

れている。う～ん、新聞なんかでは「イ

ンターネットは個人の世界を拡大する」

などと勇ましいが、いつになったらこん

な世界がやってくるのか？と、どこの組

織にも属していない個人としての私は途

方にくれるばかりである。

しかし、世の中捨てたものではない。

「ダイアルアップ・サービス」という個人

向けのインターネット接続サービスを使

えば、常時接続ではないが、電子メール

以外にもいろんなサービスが利用できる

という。なるほど、時代がくるのを待つ

のではなく、自分から近づいてみること

にしよう。ともかく先を走る人間がいな

けりゃ、世の中、進まないのだから……

と開拓者精神（？）に溢れる私は、野次

馬根性90％、社会奉仕10％の意気込み

でIIJの「ダイアルアップ・サービス」に

加入することにしたのである。

ところで、これまでパソコン通信など

で使われている一般の電話（公衆電話回

線）では、通信速度の点で限界がある。

今では9600や14400bpsのモデムが当た

り前になり、28800bps のものも登場して

きているらしいが、インターネットを楽

しもうと思うと、なんとなく無理がある

ような気がする。それより前から噂に上

っている「ISDN」というのを使ってみる

のはどうだろう？　ほぼ日本全国で利用

できるらしいし、これならデジタル回線

だから論理的にも無理はないはずだ。そ

れに64Kbpsだったら楽勝かも？（実際

はIIJでは38400bpsまでしかサポートして

いないが少なくともモデムよりはマシだ）。

そんなことを編集部で話していたら、「普

通の人がインターネットをフルに使おう

とした場合、どういう苦労をするか、記

事にしてくれない？」という話がまとま
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【ISDN探検隊】 隊長兼隊員●村野幸夫

筆者はインターネットに挑むことを決意した。

第1回
決意編

高速の専用線：電話とは違い、使った時間ではなく月額固定
料金の回線。契約時に指定した2点間だけを結ぶ。

ダイアルアップ・サービス：必要な時にだけ、電話番号を指定し
てモデム経由で、一時的に接続できるサービス。専用線より
安い。

IIJ： Internet Initiative Japanというインターネットへの接続サ
ービスを提供している商用プロバイダー。

ISDN： Integrated Service Digital Networkの略。1本の回線
で、音声電話、デジタル専用線、公衆パケット交換網などに
利用できる。
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ってしまった。ふ～む、確かにパソコン

通信は300bpsのカプラー時代から見てき

たが、どうやらこいつは世界が違う。じ

ゃ、ま、やってみるか……というお気軽

なノリで始まってしまったのがこの企画

である。

そんなわけでこの頁では、普通の人

（ただし若干パソコン通信の知識はある）

がインターネットをフルに使う場合、経

験するかもしれないドジ話を体験リポー

トしていくことにする。ひょっとしたら筆

者は読者より大幅におマヌケなやつで、

悪戦苦闘している部分を読者はヒョイヒ

ョイっと簡単にこなせてしまうかもしれ

ない。あるいは筆者が立場を利用してう

まく立ち回る様子を見て、「そんなことな

いよな～」と思うかもしれない。ともか

く、読者がこの記事を読んで、一歩でも

インターネットの世界に近づくことがで

きれば幸いである。

まず、筆者の環境から述べておこう。

筆者は都内S区の賃貸マンションに住

んでいる。入居した当初は新築だったマ

ンションも引っ越せないまま、すでに6年

目。バブル崩壊の影響で若干家賃が下が

っているのではないかと思われるが、私

の家賃は据え置きだ……う～む。

それはともかく、現在はダイアル式の

回線1本を電話機と留守番電話付きFAX

をパラレルにつなぎ、そこからさらに

FAXモデムをつなぐというタコアシ状態

（これでいかに筆者がケチか、お分かりい

ただけるだろう）。モデムはMacintoshに

つながっており、FAX送信やパソコン通

信に使っている。回線については、キャ

ッチホンなど特別の契約はしていない。

DAY 1

ISDNといっても、私のような個人が

利用できるのは「INS64」というやつで

ある。そこでまず、最寄りの電話局の料

金問い合わせ無料電話に電話してみる。

……あの～、INSの申し込みをしたいん

ですが？

「あ、ちょっとお待ちいただけますか」

というわけで約2分ほど保留音楽を聞

かされるハメになる。

聞かされていた話だと、かつてNTTが

大騒ぎしたわりには、窓口の担当者で

INS をきちんと分かっている人は少ない

そうである。編集部の目論見だと「『一

度おいでいただかないと……』って言わ

れて大変な目にあうんじゃない？　そう

いう苦労をまとめてよ」ということだっ

たので覚悟は決めていたんだが、返って

きた言葉は

「申し訳ないんですが、ここでは分かり

ませんので“INSのフリーダイアル”に電

話していただけますか」

というものであった。

はいはい、まあ、そんなもんでしょう、

と“0120-494-933”に電話する。さすが

にここの担当の人は話が早い。

……INS の申し込みをしたいんですが？

「申し込み書を出していただくことにな

るんですが……」

……はあ（ふむふむ、やっぱりね）。あの

ぉ、電話番号も変わっちゃうんでしょう

か？

「それはお客様がお使いの局番によるん

ですが……ちょっとお待ちください（と

カチャカチャやってる様子）。大丈夫です

ね。同じ番号でINSに移行できます」

どうやら電話局の交換機によっては同じ

番号でISDNに切り替えできないものが

あるらしい。

……じゃ、申し込み書はどこで？（と、

このクソ暑いのに覚悟を決める）

「お客様ですとY局で申し込み書を書い

ていただくことになりますが、詳しいこ

とはS支店の担当にお尋ねいただくほう

がよいかと思います」

あ～あ、やっぱりね……と思った途端。

「そちらにFAXがございましたら、申込

書を送らせていただきますが」

おお、拍子抜けしちゃうグッドな対応。

……あ、お願いします。

ということで、待つこと5分もしないう

ちに、S支店の問い合わせ先を書いた表

このマンションに入ってすでに６年目。めんど
くさくてなかなか引っ越せない。

申し訳ないんですが、INSフリーダイアルに電
話していただけますか？

INS64： ISDNはサービス構想の名称だが、INS64はその中の
NTTの商品名。系列商品のINS1500は23B+DでINS64より10
倍以上高速だが、非常に高価。
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紙と一緒に「料金表（1枚）」と「INSネ

ット申し込み票（2枚）」が送られてきた

（次のページの図）。

「料金表」のほうにはNTTから“引込

柱”、“保安器（これは建物の壁面に付く

らしい）”、“回線接続装置（これは屋内

に設置）”、そして“ジャック”から“通

信機器”までが分けられたイラストが描

いてあり、それぞれの区画ごとに料金の

説明が書いてある。

まず「新規契約時の費用」だが、「契

約料」が一契約者回線ごとに800円。さ

らにNTTの局から“引込柱”～“保安

器”までの施設設置負担金が一契約者回

線ごとに72,000円。ただしこの施設設置

負担金は、「これまで利用いただいていた

電話サービスあるいは専用サービスなど

を解約されて、その設備を利用される場

合不要」とある。う～む、じゃ今の電話

を解約すると800円でINS に移行できる

わけ？

ケチな私としては「今の電話を解約し

て」とは思ったが、この際、必要経費と

割り切って新規に回線を設置することに

した。

その隣に「工事費」という表があり、

「交換機等工事費」「屋内配線工事費」

等など、いろいろごちゃごちゃ書いてあ

るが、まあどれもワンタイムものだから、

いいだろう。後回しにしよう。

次の項目は「毎月の費用」である。こ

こには「回線使用料（NTTの局から“引

込柱”を経て“保安箱”まで）」と「回

線使用料の加算額」、「屋内配線使用料

（“保安箱”から“回線接続装置”まで）」、

さらに「機器使用料（『回線接続装置一

台ごと』）」の項目があり、その下に「屋

内配線使用料」と「機器使用料」は

『NTT設備をレンタルでご利用いただく

場合に必要です』とある。

「回線使用料」は事務用と住宅用に分

かれていて、住宅用は2,830円である。

ところが分からないのが「回線使用料

の加算額」というやつで、これはどうや

ら「パケット通信利用の場合」に適用さ

れるらしい。ここも2つに分かれていて

「１のBチャンネルごとに」3,500円、「１

のDチャンネルごとに」1,000円となって

いる。う～む、確か聞いた話ではパケッ

トで課金されるんじゃなくて、電話並み

の時間従量制だということだったけど、

これは何なんだ？　と思って、その下を

見ると「通話モード／ディジタル通信モ

ードの通信料」と「パケット通信モード

の通信料」という表がある。どうやらこ

れが時間ではなく、パケットごとに課金

される方式のようだ。

えぇ～っと、IIJのダイアルアップ・サ

ービスってパケット通信なのかなぁ？

そんなことは聞いてなかったけど……。

困ったときのなんとかで、一緒に送られ

てきた2枚の「INSネット64お申込票」

を読んでみる。

まず、「申込票（2/2）」のほうは「請

求書送付先」とか「電話帳へお載せする

名前」とかで、これは大したことはない。

問題は「申込票（1/2）」である。

「お申込月日」「ご利用開始希望日」

「お申込者」「INSネットをご利用になる

場所」は大丈夫、と。それに「配線工事

等」の箇所も全部「NTT工事」にしてお

けばいいし、回線関係の機器は何も持っ

てないわけだから「レンタル」じゃなく

て「お買い上げ」にしておけば、結局は

トクになるだろうと考える。

さて、分からなくなるのはこれからで

ある。「接続する通信機器」。ここには

「通信機器の名称」から「メーカー」、

「認定番号」まで書くようになってる。そ

んなもん、まだ決めてないからな～。機

器の値段はどんどん下がってるという噂

は聞いてるけど、どれにするかは編集部

と相談して決めるつもりだったんだけど

……。

あれれ、ここにも「パケット通信モー

ド利用の有無」というのがあるぞ。う～

ん、う～ん、と、うなっていてもしょう

がないので、とりあえずNTTのS支店の

担当に尋ねてみることにした（なんと担

当窓口は「外商」である。そんなものが

5分もしないうちに、料金表、申し込み票が送ら
れてきた。

パケットかパケットでないか、それが問題だ。

ISDN探検隊

パケット通信： INS64サービスの中の１つで、POSなどに利用
されている通信方法。個人ではあまり使われていない。

Bチャンネル：実際に音声やデータが流れるチャンネル。
INS64では64KbpsのBチャンネルが2本と16KbpsのDチャン
ネル（制御用）が1本ある。

Dチャンネル：電話番号や回線制御などの情報を流すチャンネル。

通話モード／ディジタル通信モード：普通の電話とモデム
（TA：端末アダプタ）を使った通信のこと。回線交換とも呼ぶ。

パケット通信モード：電話番号によって先方を呼びだすのでは
なく、パケット単位に宛て先を指定する通信方式。
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●毎月の使用料と工事費とは
若干区分けが違う。図の下の
番号を見ながら下の料金表を
見ることになる。

●新規契約時の費用のうち「施
設設置負担金」は従来の回線を
INSに切り替える場合は不要。
800円の契約料だけでISDN回
線が使える！

●毎月の使用料の表。「回線使用
料」は在宅の場合2,830円。パケ
ット通信を利用しなければそん
なに高くないが、「機器接続装置」
の月間レンタル料は1,700円。

●通話モード／デジタル通信モ
ードの通信料は同じ区域内では
3～4分10円。普通の電話並だ。

●NTTから端末の通信機器ま
でを区分した図。これがなけれ
ば事情はまったく分からない。

●「屋内配線工事費」「機器工事
費」「機器配線工事費」などを工
事費をまとめた表。「機器工事費」
の8,500円は結構イタイ。

●これが恐怖の「パケット通信
モード」の従量制料金表。

●「接続する通信機器」には
INS64に接続する端末アダプ
タの名称や認定番号を書く。

●もし自前のDSU（回線接続装
置）を持っている場合「DSUお
客さま工事の場合」の欄に書き
込む。レンタル料は月額1,700円。
買うと高いのかな？

●「連絡先」には「事務担当者」
から「技術担当者」「工事立会者」
などがあるが、素人の私は「事務
担当者」に名前を書いただけ。

●問題の「パケット通信モード
利用の有無」。もちろん「無」に
チェックマーク。

●基本的にはこの太枠の中だ
けを書けばOK（のはずだった
んだけど）。

●「配線工事等」の欄ではNTT
にどこまで工事してもらうか、
「回線接続装置」は自前かレン
タルか、コネクタの個数などを
指定する。

●本来は自分で書き込まなくて
もOKの「NTT記入欄」。ちょっ
と面倒だが、「とりあえず一般
的な設定」を言えばよさそう。

●今回はパスした「付加機能等
項目」。

1

2

INSネット64説明書

INSネット64お申込票（1/2）
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NTTにもあったとは……）。

電話をかける前に、いちおうIIJのパン

フレットをみると、「2.3 接続のための

機器」の項目に「速度変更プロトコル

（V.110）準拠のISDN端末アダプタと接

続可能であるもの」という記述がある。

ふーむ、これをつなぐわけだ。

「はい、NTT、S支店、外商のOです」

……あのぉ、FAXでINS64の申込書をい

ただいて、ちょっと分からないところが

あるんですが、INS でインターネットと接

続する場合（インターネットくらい知っ

てるだろうな？）、先方のパンフレットに

「V.110準拠のISDN端末アダプタで接続」

というふうに書いてあるんですが、これ

はパケット通信モードというのを使うん

でしょうか？

「ああ、それですとパケット通信モード

をご利用だと思いますね」

と、やけにあっさりと言ってのける。聞

いたこっちは「ゲゲンゲ」状態である。

パケットを受けるごとに通信料が上がる。

ハ、ハナシが違うんじゃないか？　この

企画、降りようかな、と考えながら、こ

こまで来ると引くに引けない、押され気

味の私である。

……で、今申し込むとどれくらいでつな

がりますか？

「お客様の局番は？ そうですねぇ。2週

間程度みていただきたいんですが」

う～む。簡単にいくとは思わなかった

が予想外の展開である。単発の企画のつ

もりが連載になってしまうではないか。

しかし、ここまで来たらいくしかない。

……じゃ、具体的にはどういうふうにす

ればいいですか？

「おいでいただいて申込書に記入してい

ただくことになるんですが、今、申込書

のFAXをお持ちでしたら、とりあえず分

かるところだけ書いてFAXしていただけ

ますか。それを見まして、後ほどこちら

からお電話差し上げますので」

……あ、そうですか。じゃ、分かるとこ

ろだけ書いて送りますので、よろしく。

というわけで、申込票に住所と氏名な

どを書いてはみたが、決められないのは

「接続する通信機器の名称」である。そ

ういえば、INSの回線を普通の電話と

FAXでしか使ってないという話を聞いた

ことがあったのを思いだし、とりあえず、

手持ちのFAX留守電の名称とメーカー

名、認定番号を書き込んで送ることにし

た。もちろん、O氏が言ってたように

「パケット通信モード利用の有無」は

「有」のほうをチェックする。

こうしてFAXを送り、O氏からの返事

を待ちながら「本当にパケット通信なの

かな？」とか考えてるうちに、IIJに問い

合わせして、推奨する端末機器を聞けば

いいんじゃないか、という当然なことを

思い付いた。

IIJの技術担当の人に事情を話したとこ

ろ、「ダイアルアップ・サービスだけであ

ればパケット通信モードの契約をする必

要はない」とのこと。なぁ～んだ、Oさ

ん、違うじゃないの。これで初回の工事

費も安くなるし、毎月の加算額もタダに

なる、とひと安心。しっかりIIJで利用し

ている端末の機種と認定番号をメモる。

しばらく待ったがO氏からの電話がな

い。出かける用事もあったので、こちら

から電話してみる。案の定、O氏は来客

中だとかで、代わりに出た女性に、先ほ

ど送ったFAXの訂正箇所とIIJから聞いた

端末機器の機種名、認定番号などを書き

とってもらう。そこで、再度、工事日を

たずねたところ、週明けの月曜日には連

絡できるということ。不在の場合は留守

番電話にメッセージを残してもらうよう

に頼んで電話を切ったのであった。

DAY 4

外出から戻ってみると、留守番電話に

工事日がFAXを送ってから19日後の午後

に決まったというメッセージが残ってい

た。ふ～ん、まあそんなもんか。しかし

確実に締切には間に合わない。というこ

とはこの企画は連載になってしまったと

いうことだ。編集部に連絡しておこう。

つながるまでに2週間程度みていただきたいの
ですが。

ISDN探検隊

とりあえずわかるところだけ書いてFAXしてい
ただけますか。

速度変更プロトコル（V.110）準拠のISDN端末アダプタ：ISDN
回線とRS-232Cの間を取りもつアダプタ。V.110とV.120の２
つがあるが、ほとんどがV.110を採用している。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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DAY 7

これで今回の原稿はおしまいかと思っ

ていたら、S支店から「お伺いしたいこと

がありますので、お電話をいただきたい」

との伝言が留守電に入っている。フリー

ダイアルに電話すると、いかにも外商っ

ぽい丁寧な女性が出た。果たして「お尋

ねしたい」というのは、「NTT記入欄」

の「コンサルティング項目（ご利用形態

について）」である。意外と簡単に進むも

んだと考えていたんだが、そうではなか

ったらしい。

ここには「必須項目」として「インタ

ーフェイス形態およびレイヤ１起動種別」

と「発信者番号通知サービス」「ユーザ

ー間情報通知サービス」というのがある。

そのほかに「付加機能等項目」というの

があって、「代表取扱サービス」等の毎

月の使用料が無料のもの、「ダイアルイン

サービス」などの有料のもののリストが

あるが、後からでも変更可能ということ

なので今回は申し込まないことにする。

分からないのは「必須項目」の方であ

る。「毎月の使用料（無料）」と書いてあ

るので気は楽だが、「インターフェイス形

態及びレイヤ１起動種別」……この中に

は「P-MP呼毎」「P-MP常時」「P-P」と

いうのがあるが、これは何なんだろう？

聞いてみると、どうやらパケット通信

モードの「Dチャンネル」の扱いに関係

しているらしい。う～ん、パケット通信

サービスを利用するつもりはないんだけ

ど……。そこで後で変更できることを確

認して、今回は普通の人がどういう選択

をするかを尋ね、それにならって「P-MP

常時」を選択することにする。

その下の「発信者番号通知サービス」

「ユーザー間情報通知サービス」が使える

かどうかは、こちらの端末の機能次第と

いうことなので、ここも将来の可能性だ

けを考えて「呼毎通知許可」と「着信許

可」を選択することにした。

最後に出てきたのは請求書の件である。

「工事は○○日（DAY 19）の午後にな

りますが、本日付けで請求書を送らせて

いただきますので○○日（DAY 15）まで

にお支払いをしていただけますでしょう

か？」

へぇ～、工事もやってないのに請求だ

け来ちゃうんだ……とは思ったが、私も

丁寧な女性には弱い。支払うことにしよ

う。請求金額は74,984円、つまり「新規

契約時の費用」に消費税を加えたもので

ある。

ところで、冒頭に書いたように筆者の

家は賃貸マンションの一室である。各フ

ロアに普通の電話回線の「保安箱」があ

るらしいのは知っているが、その先につ

ながる「回線接続装置（DSU）」という

のは部屋の中に付けるんだろうか？　間

借り人としては、壁に穴を開けられて、

でかい箱みたいなものを打ち付けられて

は問題だ。そこで「DSU」を「保安箱」

の中に設置することができるのかどうか

を聞いてみた。

「マンションの保安箱は他の方との共有

ということになりますので、それは無理

かと思いますが……」

ああ、やっぱり駄目かぁ……。しよう

がない。ともかくマンションの壁面には

最小限の穴開けですむように、工事の人

に頼んでみよう。しかし、そうなるとま

すます引っ越しづらくなる。そういえば

CATVも壁に穴を開けなきゃいけないか

ら契約できなかったんだっけ……と悲し

い住宅事情に思いをはせる私であった。

さて、この原稿の締め切りまでの経過

は以上のとおりである。NTTから送って

くるはずの請求書もまだ届いていない。

こちらはどういう通信機器（TA）を入手

すべきか、いろんなところに話を聞いて

いる最中だが、どうやら今や普通のモデ

ムより若干高い程度のものが続々発売さ

れているらしい。そこで次号では、工事

の実際の様子やTAの接続について報告

する予定である（あくまでも順調に進め

ばのハナシであるが）。

まだおたずねしたいことがあるんですけど。お
電話をいただけないでしょうか。

何の請求が来るのだろうか？　まだ工事もやっ
てないのに。

インターフェイス形態およびレイヤ1起動種別：DSUと端末ア
ダプタの間の接続方法。

発信者番号通知サービス：どこから電話がかかってきたのかが
分かる機能。いたずら電話の防止が主な目的。

ユーザー間情報通知サービス：Dチャネルを使って、極少量の
情報を送受信できる有料のサービス。

P-MP呼毎／P-MP常時：Point to Multi Pointの略。

P-P：Point to Pointの略。

呼毎通知許可：発信者の電話番号を、着信者に通知する選択。
電話番号通知がないと着信を拒否する場合がある。

着信許可：発信者が自分の電話番号を、着信者に通知しない
場合に着信を拒否する、などの設定が可能。
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